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【目的】
顎関節症の病因の一つに酸化ストレスの関与が報告されている。顎関節滑液中に生成さ
れる活性酸素種は〈free radibals)は主に superoxide、hydrogen peroxide、hydroxyl
radicalであり、生体内の細胞損傷を引き起こす。特にHydroxyl radicalは顎関節内の
細胞障害に深く関与すると考えられているが顎関節症患者の顎関節腔病態との関係につ
いては報告がなく、顎関節内での形態学的変化と滑液中の酸化状態との関連について解
明する必要がある。今回、顎関節症と診断された患者を対象に顎関節滑液中の活性酸素
消去能の測定を行い、顎関節の病態と酸化ストレスとの関連について検討した。
【方法】
顎関節症 (筋性疼痛や心因性の顔面疼痛を除く)と臨床診断された忠者を対象とし、局
所麻酔下に顎関節造影検査を行つた。造影検査の際に上関節腔内の顎関節滑液を l ml
の生理食塩水を用いて希釈・回収した。回収した顎関節滑液は遠心分離後-75℃にて凍
結保存した。測定時に解凍し、FёntOn反応を利用しルミノ=ルによる発光量の積算値か
ら顎関節滑液の活性酸素消去能を測定した。測定にはラジカルキャッチ (日立アロカメ
ディカル)及び同社製のルミノメーター(AccuFLEX Lumi400)を使用した。画像診断に
はarthrogramおよびcone・beam CTを用いた。顎関節の画像診断では病態によりそれ
ぞれクローズドロック(closed locki CL)、関節円板癒着 (anchored disc:AD)、関節円板
前方転位(anterior disc displacement without reduction:ADDRl、関節円板穿孔(disc
perforation:DP)、変形性顎関節症(osteoarthrosisi OAlに分類して評価した。年齢、性
別、臨床症状、切歯間距離、VAS及び画像所見と活性酸素消去能の相関性について統計
学的解析を行つた。
【結果】
対象患者は21名で男性9名、女性 12名、年齢は18～84歳であつた。活性酸素消去能
と年齢、性別、臨床症状、及びVASとの間に有意な相関関係は認められなかった。切歯
間距離(IL)と活性酸素消去能との間に緩やかな相関が認められた (R2=0.22,correlation
coefrlcie4t=0.47,p=0.03)。CL群において、活性酸素消去能は非CL群に比して有意
に低下していた (p=0.02)。その他の病態と活性酸素消去能との間に統計学的有意差は
認められなかつた (AD:p=0:75、ADDR:p=0。53、DPip=0。27、 OA:p=0,06)。
【考察】
顎関節症の原因として、歯ぎしりや食いしばりのような持続した機械的ストレスが報告
されている。しかし機械的ストレスからどのような機序で顎関節が病的状態となり、さ
らに形態的変化を生じさせるのかに関してはいまだ詳細な機序は解明されておらずさら
なる研究が必要であつた。
本研究で行つた画像診断及び活性酸素消去率の測定により、顎関節にlockが生じている
患者では活性酸素消去能が有意に低下していた(p=0.02)がその他の病態変化において
は有意差を認めなかつたことから1)持続した機械的ストレスにより顎関節腔内では虚
血/再灌流が起こり、その結果、持続的に多量のsupero対deが生じる。2)虚血/再灌
流を繰り返した顎関節腔内では滑液の酸化が進み superoxideはFenton反応によつて
hydroxyl radicalを生じさせ組織破壊が始まる。3)組織破壊は牧関節表層から始まり
関節軟骨のibrillationを生じさせADとなり、さらにCLが進行する。4)CLの顎関
節では顎運動が停滞することから関節滑液内への抗酸化物質をはじめとする血漿成分の
供給が停滞している、考えられた。一方、ILと活性酸素消去能との間に緩やかな相関が
認められたが (R2=0.22,correlation coefficient=0,47,p=0,03)、このことは開口量が
増えれば活性酸素消去能が向上するということを示しており、顎関節のlockを早期に解
除し開口運動を促すことで健康な状態へ改善できることが示唆された。
【結論】
CLが生じた顎関節では活性酸素消去能が低下しており、CLを呈する顎関節症の病態に
は酸化ストレスの関与が強く示唆された。顎関節のlockを解除し顎関節運動リハビリテ
ーションを行うことが活性酸素除去能を向上させ、本疾患の改善に役立つことが示され
た。
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